
 再評価結果（平成１６年度事業継続箇所） 
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事業概要 中国横断自動車道姫路鳥取線は山陰圏域と山陽圏域を相互に連絡し産業・経済・文化の一体的な交

流発展に資する路線である。 

Ｈ９年度事業化 Ｈ８年度都市計画決定 Ｈ１２年度用地着手  Ｈ１３年度工事着手 

全体事業費（有料）    １，２０２億円 事業進捗率      ８％ 供用済延長   －km 

計画交通量 ３，８００～４，０００台／日（有料）、１３，３００～１５，３００台／日（無料） 

費用便益 Ｂ／Ｃ  総費用   (残 事 業)/(事業全体) 総便益   (残 事 業)/(事業全体) 基準年  

分析結果   (事業全体)０．９１   ６９１/７５０億円   ６８４/６８４億円  平成１５年度 

（有料）   事 業 費：  635/  694億円  走行時間短縮便益:  623/  623億円  

   (残 事 業)０．９９  維持管理費：   56/   56億円  走行費用減少便益:   44/   44億円  

    交通事故減少便益:   18/   18億円  

費用便益 Ｂ／Ｃ  総費用   (残 事 業)/(事業全体) 総便益   (残 事 業)/(事業全体) 基準年  

分析結果   (事業全体)２．３１   ６５５/７１４億円  １,６４９/１,６４９億円  平成１５年度 

（無料）   事 業 費：  623/  682億円  走行時間短縮便益:1,496/1,496億円  

   (残 事 業)２．５２  維持管理費：   32/   32億円  走行費用減少便益:  106/  106億円  

    交通事故減少便益:   47/   47億円  

事業の効果等（有料）  

・指標１（高速バス等長距離自動車交通の利便性が高まる） 

・指標２（新幹線・空港等幹線交通網への利便性が高まる） 

・指標３（高度な医療施設までの搬送時間が短縮される）                  他１０項目に該当

関係する地方公共団体等の意見  

 当区間は、姫路鳥取線（佐用～大原）及び直轄事業の志戸坂峠道路と一体となって、鳥取市を中心とする山

陰東部地域と山陽地域を結び、これら地域の経済、文化等の交流だけでなく、関西をはじめ広く全国との交流

を強め、一体的な発展と活力ある地域づくりを実現するために、欠かすことの出来ない重要な路線である。 

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等  

 将来の社会経済状況の変化に対応した将来交通需要、及び、長期的な道路計画の検討に資する２０５０年までの推

計を目的に、前提となる社会経済指標等を見直した結果、全車の総交通需要を下方に修正。 

事業の進捗状況、残事業の内容等  

 現在、工事中。 

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  

 今後も引き続き工事の推進を図る予定。 

施設の構造や工法の変更等  

 新技術・新工法や現地の状況変化も確認しながら積極的にコスト縮減を図っていく。 

対応方針 事業継続 

対応方針決定の理由  

高速道路の整備を直轄方式に移行する見直しを行い、事業継続と判断する。 

事業概要図 

 

 

 
供用中はＨ１５年度供用予定を含む。

中国横断自動車道 姫路鳥取線
智頭～鳥取

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 
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